
第1283例会   No. 5 

例 会 日 : 2012/08/06  

佐世保北ロータリークラブ 2012～2013年度 ＲＩ会長 / 田中作次  ガバナー/ 福元裕二 

《第１回クラブフォーラム》 

「創立30周年記念事業について」パート１ 

宮﨑有恒 実行委員会委員長 

 

 前年度の年次総会

では、30周年の積立

金として会員特別会

費の名目で一人一万

円を今年度の後期よ

り３回集めることが

決まっており、不足

分についてはロータ

リー基金、事業資金

については未来事業基金より取り崩すとなっています。

委員会ではそれにもとづき予算案を作りましたので報

告をして頂きます。 

●30周年総務担当 宮原明夫委員 

【収入の部】 

・会員積立金：1,320,000円（10,000円×3回×44名） 

・ロータリー基金より：2,000,000円 

・未来事業基金より ：1,700,000円 

・雑収入      ：  500,000円（祝い金、他） 

 合  計       5,520,000円                          

【支出の部】     

・記念式典     ：2,500,000円 

                     （記念式典、祝賀会経費） 

・記念事業費    ：1,700,000円 

・行 事 費    ：  500,000円 

            （行事部会経費の補助） 

・記念誌発行費   ：  600,000円                                 

・雑費       ：  220,000円 

             （事務費、予備費、他）  

 合  計       5,520,000円 

 ★参考：基金残高ほか（平成24年8月6日現在） 

 

・ロータリー基金  ：2,701,551円 

・未来事業基金   ：3,048,795円 

・フレンドシップ基金：  313,511円 

 （2011～12年度決算残高：  670,492円） 

●宮﨑有恒委員長 

クラブのチャーターメンバーの方は現在15名、そして

周年事業を経験していない方は10名います。今回の

フォーラムの為にアンケートをとりました、回答は8名

の方です。そのうちの一人、永田会員発表お願いします。 

●永田武義会員 

 アモイ理工学院を訪問したさい、日本語の本の蔵書が

あまりないのでぜひ図書を贈呈したいとおもいます。 

 

●村上寅雄会員 

 30周年のときには仁川松島ＲＣとの再締結式があり、

多数の会員・夫人が来日するとおもいますが、式典の出

席以外に何か事業はありますか。 

●30周年大会会長 緒方信行委員 

 9月に仁川松島ＲＣ、10月はアモイに行きますので打

ち合わせをしていきたいと思います。 

●宮﨑有恒委員長 

 アンケートの中で、西沢 茂会員より地域の充実のた

めの事業を考えて下さいとありました。委員会でも地域

の発展につながることや、あるいは住んでいらっしゃる

人達、とくにロータリーがいつも関心を示している新世

代の人たちのためになる事業を作りたいと思います。今

後は11月の年次総会、3月フォーラム・パート２で提案さ

せていただきます。以上で本日のフォーラム終わりま

す。今後も30周年委員会にご理解、ご協力をよろしくお

願いします。 

 

●フォーラム終了後の感想・・・私の話す時間が長く時

間が足りませんでした。ご意見がないということは、逆

にご信認を得てると思い、今後も事業の構築に向けて、

委員会一丸となってがんばりたいと思います。 
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数44名 出席 32名 欠      席  2名  出席規定免除会員（10）出席 9名  ビジター 1名 出 席 率   93.18％ 

 【前々回】会員数44名 出席 30名  メークアップ  2名  出席規定免除会員（10）出席 9名         修正出席率   93.18％ 

親睦と協調 



・ロータリーの友事務所 

 ロータリーの友 8月号 

 

・ガバナー事務所 

 ①「ガバナー月信」第2号 

 ②盆休みのお知らせ 8月11日（土）～8月15日水） 

 ③月報報告について 

  （月報1 毎月７日 月報2 毎月15日必着） 

・ガバナーエレクト事務所 

 夏季休業のお知らせ 

 8月8日（水）、8月11（土）～8月15日（水） 

 

・平成24年度佐世保市心身障がい児（者）育成協議会 

会員募集のお願い（1口100円～何口でも） 

※皆さんのセルフBOXへ入れております。 

・海上自衛隊佐世保地方総監部 

 西海 第86号 

 

・佐世保工業高等専門学校 

 創立50周年記念式典及び記念祝賀会について 

 11月11日（日）13：00～19：00 

 記念式典   13：00～14：00 

 記念講演会  14：30～16：00  

 講 師：（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

「小惑星探査機はやぶさ」 

プロジェクトマネージャー 川口 淳一郎 教授 

記念懇親会 

 会 場：ホテルリソル佐世保 

 時 間：17：00～19：00 

 

３．伝達事項 

①8/13（月）次回例会は特別休会（お盆）となってお 

 ります。 

②夏の家族会出欠は本日までとなっておりますので 

 宜しくお願いします。 

③8/20 例会はゲスト卓話「文字認識技術について」 

 佐世保高専 志久 修 氏です。 

④本年の初盆該当者はいらっしゃいません。 

 

《来訪ロータリアン》 

・佐世保中央ＲＣ  芥川 浩一郎 君 

 

《委員会報告》 

 隈本幹彦 雑誌文献広報委員長 

「ロータリーの友」8月号の案内です 

 ①今月は会員増強及び拡大月間です、特集が掲載され 

  ています。 

 ②「いのちを守る」という記事にはポリオについての 

  活動が載っています。 

 ③ロータリーの基本知識（新会員のためのガイド） 

  以上ご一読ください。 

 

《今月の誕生祝い》 

 T.15. 8.11 村上寅雄 君 S.23. 8. 4 中島閏二 君 

 S.24. 8.21 中野雄一郎 君 

 S.31. 8.25 緒方信行 君 S.49. 8.29 村瀬高広 君 

 

《会長挨拶》            

西川正美 会長    

 7月27日に第21回目になります、海洋スクールから衣

換えした、第1回させぼ海洋探検隊イン高島の開校式に

行ってきました、場所は今までの浅子や鹿町とは違って

相浦港沖合いのフェリーで20分の高島での開催でした、

参加者は当クラブから新世代委員長の中井会員、社会奉

仕委員長の宮原会員と平石会員、中野幹事、それにどつ

ぷり海洋スクールにつかっている宮崎会員、支援母体の

佐世保海洋スポーツ協会の会長でもある福田会員と支

援の高専の先生と生徒さんと参加者の小学生、25名、総

勢50人での九十九島のなかの人口240人の美しい島で、4

日間の体験学習には最適の島でした。 

 今回、高島の子供たち4年生以上も参加することにな

り、又島民の皆さんもなんらかのお手伝いを頂くという

ことで島をあげての今回の企画に協力を頂いています。

内容もいままでのようなマリンスポーツ中心ではなく、

高専の先生の指導で科学の実験や星の観察など盛り沢

山でした。参加した子供たちは楽しい思い出を持って帰

つたことだと思います。今回の高島大変好評でした。次

年度も支援を宜しくお願いします。 

 また、イギリスでのオリンピックが始まりましたが男

女のサッカーは幸先の良いスタートを切っていますし、

メダルラッシュが続いてこの2週間は寝不足の日がつづ

くと思いますが毎日高温警報が出ています、体調の管理

は十分に注意をしてお過ごしください。 

今日は又、30周年についてのフォーラム宜しくお願いし

ます。 

 

 

《幹事報告》              中野雄一郎 幹事 

１．例会変更 

・伊万里ＲＣ 

 8月 8日（水）12：30→18：30～ 

 世知原温泉 山暖簾 （納涼家族会） 

 8月15日（水）休会（定款第6条第1節） 

 

・佐世保ＲＣ 

 8月15日（水）12：30～ 休会（定款第6条第1節） 

 

・佐世保中央ＲＣ 

 8月16日（木）休会（定款第6条第1節） 

 

・佐世保東ＲＣ 

 8月23日（木）12：30→8月25日（土）18：30～ 

 ホテルオークラJRハウステンボス（納家族会） 

 8月16日（木）休会（定款第6条第1節） 

 

・佐世保東南ＲＣ 

 8月22日（水）12：30→19：00 

 ホテルオークラJRハウステンボス（納家族会） 

 8月15日（水）12：30～ 休会（定款第6条第1節）  

 

２．来 信 

・国際ロータリー 

 ザ・ロータリアン 8月号 

 



《ニコニコＢＯＸ》     中村静生 親睦活動委員 

 

 西川正美 会長 中野雄一郎 幹事 

本日は、我が北ＲＣの30周年実行委員会のクラブフォー

ラムです。宮﨑委員長よろしくお願いします。 

 

 松尾辰二郎君 

宮﨑30周年実行委員長ほか委員の皆さん、ご苦労さまで

す、頑張って下さい。どんなことになるか楽しみにして

います。豊島さん、おかげさまで孫たち4人大変よろこん

でいました、ありがとうございました。 

 

 永田武義君 

豊島さん、土曜日は大変お世話になりありがとうござい

ました。花火の美しさと音に感動しました。本日の

フォーラム、宮﨑実行委員長ご苦労様です。 

 

 小西宗十君 

豊島会員、先日はおせわになりました。本日のクラブ

フォーラム、宮﨑委員長お疲れ様です。 

 

 宮﨑有恒君 

第1回させぼ海洋探検隊では、西川会長、中井新世代委員

長はじめ、お世話の皆様ありがとうございます。毒クラ

ゲやスズメバチに刺されたり、釣針が自分の足に刺さっ

た子など、その対応で一番活躍したのは福田先生でし

た。 

 

 宮﨑有恒君 

本日のクラブフォーラムは、30周年実行委員会で担当さ

せていただきます。よろしくおねがいいたします。 

 

 宮原明夫君 

豊島さん、土曜日の花火大会は大変お世話になりまし

た。少し飲みすぎて、日曜日の朝、久し振りに胃薬をの

みました。101歳のお母さんをぜひ福田先生といっしょ

にシンガポールまで連れて行ってあげて下さい。本日の

クラブフォーラム、宮﨑実行委員長大変お疲れ様です。 

 

 緒方信行君 

①オリンピックでの競泳の活躍に感動しました。北島選 

 手のリレーのメダルにも感動！ 

②誕生日のお祝いありがとうございます。 

③本日のクラブフォーラムの宮﨑委員長、期待します。 

 

 豊島揆一君 福田俊郎君 田島勝明君 須田 昇君 

 桟  護君 平石晃一君 日高省三君 藤井良介君 

 中島閏二君 森  豊君 蒲池芳明君 湯口純二君 

 深町 等君 峯 徳秀君 中井康晴君 村瀬高広君 

 中村静生君 三谷秀和君 松田信哉君 大鳥居 宏君  

本日は、30周年実行委員会によるクラブフォーラムで

す。宮﨑委員長よろしくお願い致します。 

 

 

 中井康晴 新世代奉仕委員長 

7月27日～30日「させぼ海洋探検隊in高島」が無事終了し

ました。開校式に出席いただいた西川会長、中野幹事、

平石地区委員、宮﨑クラブ奉仕委員長、宮原社会奉仕委

員長ありがとうございました。 

 

《厦門理工学院生との交流》 

日高省三 国際奉仕委員長  

 7月21日～22日、佐世保高専との短期交換留学で来日

中の厦門理工学院の先生、生徒は村上会員宅の村上内科

病院茶道室で茶道を体験し日本の伝統文化に親しみま

した。その後は全員が、初体験のボーリングをプレイし

て、食事のあとはカラオケとたっぷりと遊んだあとは、

会員宅に分かれて宿泊し、翌日は「海きらら」で半日過

ごし、最後は弓張岳で佐世保の展望を楽しみました。 

 

 

《ＲＩニュース》 

震災から立ち上がる日本を支援するために 

 福島原子力発電所近くの町では、避難のため人々が退

去し、ウシやイヌが街をさまよい歩いています。 

建物の上にあるバスや車は、2011年3月11日の東北沿岸

部を襲った津波に打ち寄せられたものです。がれきで景

観は損なわれています。 

 ロータリー財団管理委員および、東日本震災復興基金

日本委員会委員長の小沢一彦氏は、被災地でロータリー

主導の奉仕活動について話すとき、彼が感じている重苦

しさに顔は曇ります。新たに現実問題に取り組むために

は、自分自身が楽観的にならなくてはなりません、と小

沢氏は述べます。 

 被災地の人々に心の安らぎを 

 被災者の多くが精神的な困難を抱えていますが、それ

らの人々を支援するため、ロータリアンのプロジェクト

が立ち上げられました。最初のうちは、食料、テント、

衣料など緊急を要する必需品中心の支援の申し出に資

金の拠出をしました、と小沢氏は話します。時間がたつ

につれ活動は、物質的支援から精神的支援へと変わって

いきました。親を亡くした子どもたちが気持ちの安らぎ

を見つけるようカウンセラーを派遣したり、図書館を開

設したりしました。 

「私たちは被災地の人たちが落ち込んでいることを知

りました。中には自殺を考えた人もいました。彼らは希

望を失っていたのです」  

 東日本震災復興基金へは、寄付の受付最終日の2012年

6月30日までに約800万ドルの寄付が集まりました。その

内のおよそ100万ドルは、震災直後の救援プロジェクト

を行うためのマッチング・グラントに使用されました。

この基金は、2011年7月1日から小沢氏が委員長を務める

東日本復興基金日本委員会で管理され、160を超えるプ

ロジェクトを支援してきました。 

 震災復興基金は、プロジェクト費用の25％をまかなっ

ており、残りの費用はクラブや地区に責任があります。

同基金が支援した活動による経済効果は、3,200万ドル

にもなるだろうと小沢氏は予想しています。復興委員会

の6人の委員は、すべて国内のロータリアンで、会議費、

旅費など自己負担で行っています。（詳細 RIウェブで） 

クラブ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 宮﨑有恒  森  豊  渡会祐二  （記事担当者 宮﨑有恒） 

本日の合計 46,000円      累計 198,000円 本日の合計 33,000円      累計 264,000円 


